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は じ め に

咋1966年 (昭和41年)10月26日から1カ月
冊, タイ (10円), マラヤ (10口)およこ,Lくシ

ンガポ-ル,サラワク,ブルネイ,サバを-I

巡す る機会を与え られ,桁暇の熱帯材の組織

研究に右手す ることになったC

鋸~満仲下の数はおびただ しく,東南アジア

に限 って も数万種に迂す るものとみ られてい

る｡従 ってすでにさかんに利用 されている種

類の木材で も柄物J､打T勺には枚数C/)柿,あるい

は属を含んでいて,利用上はなはだ錯綜 して

いるし,材質には広純な偏差があらわれる｡

この間題は組織構造の面か らまず解明 しなけ

ればならない｡各国においてすで に研究 され

た知見を整理 し,その上 に_立っての利 用日的

的検 討がなされなければな らない,3

このように考えた筆者は,今後の俳先賢料

として闇係文献 と木材試料すなわち材鑑の入

手方法の探索に主眼をETTllIくと同軸 二,工業帰

料 としての木材 と現地におけるそれ らの利用

情況,裾 軒先機関における知見,ついては木

材一般 に関 して今後 さらに調賓を必要 とす る

分野とその可能性の追究を心描､けなが ら,坪.

独で 予察調査を行なうこととなった｡ この三相

告は埠なる調査報告であって,各地で与えら
れた質料,教えられた文献の内容までには及

んでいないOことに各木材樹種の組織構造 や

蓄精 など統 計肝声明は含まれない ことを断わ

っておきたい｡

なおこのたこごの調査でタイとマラヤに車二鳥

をおいたのは,東南アジア[叶先センターU_)従

来の諸調査に準 じた結 果ではあるが,木材に

関す る限 りマラヤがマ レーシアプIL言,yLJt亡にイン

ドネシア地 域の研究申心であることと, いま

-つかねてか ら計画されていたマラヤr軸勺木

材会議 T.C.C.(TimberConstruction Con-

ference)に 出席して 同国C/)木材工業の超勤

を知 りたいと思 ったか らである｡

1 タ イ 国

10月26日 Bangkok に宥いて,>!r;川 まず諒

闇 したcDは国立豊科大学 KasetsartUniver-

sityの林学郡 FacultyofForestryであるO

尤年本学- も迎えたことU__)ある ThiemKom-

kris学郡長 にはタイに闇す る限 り 仝 両†伽 二

も研配慮をお願いした し, 同J､告桝JChalerm

Mahittikul 講師は国内の全行情 二わた って

常に行動を ともにして下 さった ｡

学部長 自らの案内で見せていただいた人ノ､予

構内には林滝試験場 ForestProductsDivi-

sion(RoyalFor.Dept.,MinistryofAgr)

も併存 している｡ 筒素な建物なが ら牲 嵩にふ

さわ しい構えの林産教室で:Ii,闇椋cJj深い木

材 ･樹 木 ･森林植物の美 的圭や熱帯 色黒か左

標本室, 図書室などを一巡 した彼, 試旅場

C/)見学に移る｡特 記すべきは木材工′＼j-'リ三輪圭

WoodTechnology Lab.である｡196的 ‖二

建て られた別 棟で,木材物理 ･強度 ･E;fI:,/保 ･
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写真 1 タイの国立農科大学構内にある林業試験場木材工学実験室 (左)とその内部 (右),Bangkok

合板その他改良木材に関する実験設備が一応

整 っており,機器には ドイツ,アメ リカ製の

ものが多い｡この建物はさらに近 く増築の予

定であるという｡ 木材化学部門も整備されて

いる｡材∃濫の収集 と識別 も,先行的に強力な

調査を進めつつある Tem Smitinand教授の

陪葉標本室 ForestHerbarium の協力を得

て,着 々進行l~1｣と見受けられ,この大学およ

び試験場の共同作業による木材樹種研究には

期待すべきものがある｡

さて, タイの木材 といえばチ ー ク Teak,

TectonagrandisLinn.f.である｡ 実際タ

イの木材業 も林業 も全 くチ-ク中心に動いて

いる｡産額ではビルマが 1位,タイが 2札

イン ドネシアがこれに次 ぐことになるが,チ

-クの本場 といえばタイ,中でも Chiengmai,

Lampang地区である｡ そ してこの地区のチ

ークは Salween河をビルマの Moulmenへ

Mekong河を Indochinaへ,一部は Menam

河を Bangkok-出材される｡

チークの産出量 はかつて70万 m3 であった

ものが,戦争直前にはわずかに14-15万m3,

戦後はまた漸増の傾向にあったけれども,19

53年の30万m3をピ-クとして,昨今はまた減

少の経過をたどり20万m3を割 りつつある｡輸

出はその50% とみてよい｡ この漸減傾向は収

穫保続を建前 とする計画伐採によるところも

あるであろうが,他面盗材 と野火の習慣によ

176

る蓄積の減少にもよることを見逃す ことはで

きない｡

チ-クはフタバ ガキ科 DiPterocarPaceae

の林木 と混交 し,チーク林 はすべて国有,その

而積はだいだい1,200万 haであるが,国家は

近年チ-クの一斉造林を試みており Chieng一

maiの北 ChiengDao地区で見た約200haの

栖林地は植林後すでに11年,かなりの成績を

収めている｡

チークの利用面で特言己すべきは,Bangkok

所在の国営製材工場 F.Ⅰ.0.(ForestIndustry

Organization)である｡1956年森林局 Royal

Forest°ept.立案にかかる木材工業計画 For-

estlndustry Project にもとづいて 設置 さ

れたもので,チークの集約利用に卒先垂範の

実をあげており,チークに伴 って出材 される

Yang ([Ph.]Apitong)Dil)terocarPus spp.

を も取 り扱 っている｡チーク材の高級品はヨ

ーロッパ,ことに北欧諸国および英米に輸出

されており, これがいまもてはやされている

北欧家具の主材料であることを改めて認識さ

せ られる｡ 一方 Yang を主 とするチ-ク以

外の材は大部分が国内消費に当て られ,輸出

はわずかに 5%にすぎない｡

タイ国の木材工業といえば,これまた国営

の合板工場 ThaiPlywoodCo.,Ltd.を第 1

にあげなければならない｡ Bangkokの東方

60km の Bangnaにあり,やはり前記の木材
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工業計 画に基づいて10年前に創 業 した人工場

であ る｡ 1,000人 の工 F:iが 3交代制で作業 し,

欧米規格の わく8ft合板, T享み 4-12mm の

ものを 日に5,000-8,000枚什積 しているが,

5年後 には 1万枚を期 してい る ｡ 土製局は

Yang の合板であるが,表仮にチー クを用い

た ものや フラッシュ ドアその他 製品はかな り

多岐にわた ってい る｡また場内には軒 先室を

もって技 術の改薫に余念がない.廃材fFj化の

両ではj重油を併用 しての出力 2万KWH のボ

イラ-3基が 自慢であるが, さらに目下計画

小の Fiberboard工場 によって廃材の消 化を

考えるとい う｡とにか く年間 4- 5万m3cjj原

木を消 化す る工場で ある｡ [二】本 とちが って現

存 の製紙 2工場で原木消費量が 2万 m3 に も

連 しない この間 と して は画期的な工場 といえ

る｡

Particle-board 工場 として は Bangnaに

近 い Srirajaにこの国唯一 の ShavingBoard

Factory がある｡ 国営ではな く,1958年創業,

口産20ton,工買 120人 とい った規模の もので

ある｡

上記以外 には製材工場約 700のほかに木工

場が約 360あるとい う｡二,三見学 した範囲

か ら推 察すれば,いずれ も多様 な材質 を もっ

た材を扱 っている関係で案外多軸 ='1/1]な経営の

ものであ り,それぞれ 自家廃材の消化に頭を

悩 ま してい る｡黒猫f材 に必須の木材人工 乾燥

写真2 チークの造林地,植栽後11年,Chieng
Dao地区

のためには,例えば Bangkok に もその工場

が約10カ所あるし,同様 に防腐防虫のための

基剤 注入工場 も3加東あ るとい う｡ ちなみに

これ らの諸工場を通 じて近 来 日本製の機械を

ます ます歓迎す る傾向にあることはひ とりタ

イ国のみで はない｡

なお一言附記 したいのは Chiengmaiを申

心 として tJumPOOn,Pasang地 区に残 る民芸

である｡ タイ紺, タイ木綿,銀 器, 陶 磁器 と

な らんで象 な どのこ木彫, タイ漆器,雨傘 日傘

の伝統的工芸技術 も木材 とは無関係で はな く,

地方色豊かで愛すべ きものが多い｡

u マ ラ ヤ

11月 5H KualaLumpurに移動 し, 7-

9日に開催 された T.C.C.に参列 した｡ 同地

のマ ラヤ大学 Univ.ofMalaya で聞かれた

この会議 には全 マラヤの木材工業技術者 の主

脳部 250名が参加 したので, こ0)3日問は視

察を断念 し, 会議 と併催 の 木材工業展示会

TimberConstructionExhibitionとに終始 し

て, もっぱ らマ ラヤの木材工業 の趨勢を知 る

ことに努 めた｡T.C.C.の詳細 については報

告 したい ことも多いので迫 って租を改めるつ

もりである｡

マ ラヤにおける木 材研究の中 心 は田立 の林

業試験場 ForestProductslnstitute(Minis-

tryofLandandMines,Kepong)である｡林

業試験場 といって も, この関の特舘 ゴムには

屈指の試験場RubberResearchlnsL Kuala

Lumpurがあるので,実際はあたか も木材試

験場 の観がある｡ T.C.C.の組織運営委 L"i長

K.D.Menon氏 が場長であり,木材組織 部門

には国際木 材解 剖 学会 LTLと して 有flな P.K.

BalanMenon氏がお られ る｡ 同氏 は同国症

材の樹種 と構造 に閏 して非 ノ.勘 こ詳 しく,氏 の

収某にかか る熱帯材の材錐 はその整理 も実 に

行き届いて充実 しているO 氏が T･･がけた-I7ラ

ヤ材･.'ますでに 1,060種に上 ってお り,そUjLrl
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写真3 マラヤの林業試験場,Kepong

で商品となりうる有用材が 700種あり,氏の

推測では植物学的に未知の樹種はたかだか 1

%程度にすぎないであろうということであっ

た｡

木材組織に関する研究成果は一応 凡才alay-

anForester誌 (4季刊)に発表されること

が多いようであるが,B.Menon民 らの最近

の業績,

"ADichotomousKeyforldenti五Cationof

the CommercialWood of Malaya"

(MalayanForester,Vol.26,No.3)

"Card Sorting KeytoIdentificationof

MalayanTimbers,1954.SiliceousTim-

bers of Malaya" (Malayan Forest

Records,No.19),1956.

"UsesofMalayanTimbers"(Malayan

ForestService,TradeLeajlet,No.31),

1964.

"PhotographsofMalayanTimbers"(Ma-

ZayanForestRecords,No.20),1965,

4thed.

などはマラヤ産材の樹種組織学的研究の高 さ

を示す ものであり,われわれにとっても大き

い拠 りどころを与えるものである｡ しかもこ

の組織研究部門は単に自国の材についてのみ

ならず,他のマレ-シア諸国およびインドネ

シア諸国からも絶大な信頼を受けており,大

いに貢献 している｡

マラヤ大学には農学部はない｡ 従 って樹木

178
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を含めた森林植物分野は理学部,木材工学分

野は工学部において研究され,権威ある大学

だけに有力な研究者を擁 しているが,樹種組

織については研究の中心を試験場の方に譲 っ

ているといえよう｡

マラヤの森林面積は約 970万 ha,その60%

にはまだ手がついていない｡周知のようにマ

ラヤは Malacca 海峡の関係で西に開け森林

は東にかたよっている｡ その主体は低地常緑

林 Lowlandevergreen forest で Meranti

(lPh.]Lauan)Shoredspp.,Seraya,Para-

shoreasppHKeruing([Ph.]Apitong)Dip-

terocarpusspp.など大部分が DiPterocar-

Paceaeに属する樹種である. ただしいずれ

かといえばやや重硬な材に偏 している｡

出材量は年300万m3余 り,その内かなりの

部分が Singapore で製材され輸出されるの

は,この国の首都が Singapore であった関

係からである｡原則的には丸太の輸出を禁止

してはい るが製材としては Singapore を経

由して世界市場に出まわるのである｡

マラヤの合板工業も1951年以来という新 し

いものであるが,現在すでに11工場,近 く設

立が予定 されているものを加えると15工場を

数えることができる｡ その内直接見学 したの

は平準的な工場 MalayaPlywoodandVeneer

FactoryLtd.のみである｡ この工場は林業

試験場からあまり遠 くない Jinjan というと

ころにあり,器用な技術者がいて大部分の機

械はその設計にかかるものとて設備費の低廉

を誇 っているのと,工員はほとんどが女性で

ある点が特徴的である｡製品はやはり英国規

格に従 ったもの, ただキズに 関 しては特に

Malayan and SingaporeManufacturers'

Association の定めた "ComparativeChart

onPlywoodDefects,VeneerHに準拠 してい

る｡原木はここでも大部分 DiPterocarPaceae

の樹種である｡

マラヤには Fiberboardや Particle-board

←178-



1 鳥 :血1,=Jア ジアの 木村

の工場 はないが,製材工場は 200fllTJ一後かと推

定 され る｡原木 は多種多様,根 して重量材に

かたよるので製材技術の水準 は決 して低 くは

ない｡輸出製材品については近来 ヨーロッパ

向けの ものの比重が漸次高まりつ-)ある｡

m シンガポール

シンガポールには木材専門の研究機闇はな

い｡ シンガポール大学 SingaporeUnilr.も19

62隼まではマラヤ大学であったが,その一部
が現在のマラヤ大学 (KualaLumpur)-分

科 した ことに もよるものであろう｡ この人学

に も農学部はな くて,理学部において木材樹

種を扱 っているにす ぎない｡

有 名な植物間 SingaporeBotanicGarden

は膳葉標本40万を収蔵 し熱帯fL田勿J:f':の宝庫で

あるだけに材鑑の収某 も充実 しているが,現

在 この方面 の研究はあま り活発ではないよう

である｡勲滞二色に満ちた博物舘 NationalMu-

seum にも木材関係の質料 はあま り豊富では

ない｡木材分野の研究 は大体マラヤに依存 し

ているといえよう｡

しか しシンガポールはマ レーシア, イン ド

ネシア材の大 きい焦故地である｡ 木材工業の

主体 は約85の製材工場であ り,年間約70万m3

の板木を輸入 して約 40万 m3 の製材を輸出 し

ている｡

合板工場 は現在 3社,近 々設立の予定 され

ているものが 2社あ り,永大産業の合弁会社

ノV/〉

写真4 サラワクの木材研究所,Kuclling

P･M.Ⅰ.(PanMalaysiaIndustryLtd.)は 日

本 の設備 と能率を発揮 し,英国規格の合板を

主に欧米-輸出 している｡

この他に も木工家具 ･木造船 ･マ ッチ工場
など伝統を誇 るシンガポールの木材工 業は活

発 に動いているが,一面労力の不足 と設備の

考朽をかこつ面を ももっている｡

rV ボルネオーサラワク,ブルネイ,サバ

ボルネオに渡れば三伏態が一変す る｡主要都

市で も人 口 2-6万程度,機上か ら眺める北

斜地形 はさすがに脊梁t眉旅を膏景 とした一面

の森林であるが,決 して密林ばか りではない｡

サ ラワクの主要林地 はいわゆ る Swampand

lowland forestで低地林なのであるが, サ

バは東南アジアの最高峯 Kinabalu山 (4151

m 高) を擁す るだけに高原的で, いわゆ る

Hillforestが賀源の主 力をな している｡

ボルネオの樹木 は概 してマラヤ半鳥の もひっ

よ り大 きい｡ タイやマラヤで樹高40mの もの

がボルネオでは60m といった貝合である｡ 従

って主要木材港- 出て来 る商｡Vlとしての木材

もだいたい径 1m を下 らない｡樹種はやは り

DiPterocarPacea(‖こ属す るものが 圧倒的に

多く,Meranti,Keruingの類 が主体であるが,

マ ラヤ半島の ものに くらべ るとやや軟 らかい

材に嵩んでいる｡重硬貴重材 としては Bilian

(BorneoIronwood)Eusideroxylonzwangeri

Teysm.etBinn.:Lauraceaeを筆頭に い く

らかは存在す るがそれほど豊富ではない｡

サ ラワクでは首都 Kuching の木材研究所

Timber Research Centre (Forest °ept.,

MinistryofDevelopmentandForestry)%

訪 う｡ ここは1964隼に創設 されて以来建物を

は じめ諸般の設備を右 々充実 させつつあ り,

Dr.J.A.R.Anderson(英)lE十 1'3の森林 本桐勿お

よび_生態の部門に木材組織分野が帯かれてい

るし その損､1'r者 FrederickFei-TanChuJ㌔人

に悠, くしくも先年同君がオ- ス トラ リアレ)
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林産試験場に留学中に Melbourneで会 った

ことがある｡彼の部屋にはすでに材鑑がぎっ

しりで,よ く整頓され,今まさにそれ らを駆

使 して深い研究を始めようとの抱負を承 った｡

サラワクは元英領だった関係で,所産材に関

する研究はすでに英本国の林産試験場Forest

Prod.Res.Lab.(PrincesRisborough)にお

いて行なわれてきたので,樹種 ･組織の知見

もかなり蓄積 されている｡ このことはブルネ

イ,サバについても同様である｡

Kuchingは芝生のLilに住宅が 散在 すると

いった静かな街,ホテルにも立派なものがあ

る｡思いもかけなかったのは博物館 Museum

ofSarawakである｡ シンガポール博物館ほ

ど大きくはないが土着民俗の資料は見 ごたえ

がある｡ ただし材鑑の収集には乏 しいoChu

君は自分の車を駆 ってあと 2km で国境とい

うところまで内陸を案内して くれたのは林況

を知る上に好都合であった｡

ブルネイは小国であり今なお英国の保護領

であるが,Seriaと KualaBelaitの 2大池

源をもつ富める国である｡首都 BruneiTown

は河中の竹馬家屋の集落 "Kampong Ayer"

のゆえに東のヴェニスといわれ,1958年に完

成 した回教寺院 SultanOmarAllSaifuddin

Mosqueで有名であるが,人口わずかに3万

弱,ホテルはただ一つ しかないO

この国は木材輸出禁止国であることを知り

つつも森林事務所 StateForestO用ceを訪

れてよかったと思 う｡小国とはいえ赤道直下,

樹種数においては決 して隣接国に劣るもので

はない｡すでに CheckListなども出来てい

る｡

英本国からは P.S.Ashton民 らが来てこ

の国の森林生態にかなり深い探究を進めてい

る｡

木材の伐採は国内需要に対 しても許可制で

あるが, 製材所は25ありいずれも小規模原

始的なもののようであって,その経営はこの
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国で もほとんど華僑に委ね られている｡

以上はもっぱら ガソリンの 低価 を利 して

BruneiTown近郊を縦横 に案内して下 さっ

た森林事務所の C.G.Merton所長 (英)の

教示によるところであるが同氏夫人はビルマ

のかたで,夫人から母国ビルマの美林の話を

追:接伺 うことができたのも幸せであった｡

続いてサバに入る｡ 現在首都は Jesselton

であるが,木材については戦前の首府 Sanda-

kanが中心である｡ ここには森林局 Forest

°ept.(MinistryofNaturalResources)が

あり,局長は H.S.Martyn氏である｡恵ま

れた環境にある同局の建物の1両こはMuseum

と称する木材資料展示室があり,サバ独特の

伐採運材状況などがうま く理解できるように

展示されている｡

Martyn局長の説明によれば,サバの国土

面積110万haの80%は森林, もちろん国有で

ある｡樹種別の蓄積構成は

Red Seraya ([Ph.]Red Lauan, [Mly.]

LightRedMeranti)Shoredspp.39%

WhiteSeraya(lPh.]WhiteLauan)Pa-

rashoreaspp. 29%

Kapur(BorneoCamphorwood)Dryobala-

noPsspp. 11%

Keruing ([Ph.]Apitong)DiPterocarPus

spp. 10%

Yellow Seraya,∫/わγβαspp. 7%

その他 4%

でほとんど DiPterocarPaceaeのものである.

また輸出材の量を国別に見 ると, 日本77%

を筆頭に,香港 7%,朝鮮 6%,台湾 5%,

オ-ス トラリア3%,中国およびその他各 1

%であり,いかに日本がよい顧客であるかが

わかる｡局長はそれを感謝すると同時に伐採

跡地の更新問題に関連 して,森林生態調査に

対する日本の協力を切望 された｡

サバの木材工業はまさに興ろうとしている｡

Sandakanにも日本の機械を入れた相当塊根
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の会社工場があるが,見学を証さない し,旅

行期間 も切れたので木材工業の視察はおおむ

ね断念 せざるを得なかった｡ 全 くの 木材港

Sandakan に停泊 している 5000ton 級の木

材輸送船数隻を眺めなが ら一路帰国の途につ

いたのである｡

結 昌

終 りに今回の調査旅行を通 じての感想を附

記 して結 びとしたい｡

1) 熱帯二材は一般に構造物の骨格よりも内

盟 ,家具,装飾 に向いているが, タイ,マ ラ

ヤの材は重硬貴重な ものに傾いており, さら

に家具装飾に重点をおいて考えると, ビルマ,

イン ドネシアへ と調査意欲 がかきたて られる｡

他面サバ,サラワクの材は半鳥材に比べると

軽 ･灰側 に偏 しており,合板,パルプ原木 とし

てはカ リマ ンタン,ニューギニア-の意欲 が

湧 く｡

2) 木材蓄積の豊富な現地各国においては

木材利用の面で多分に賀沢 さが感 じられる反

面, 諸木材工業では廃材 に頭を痛ま している｡

この点に一段の考慮が必要であろう｡乾燥の

合理化 をは じめ, 薬剤の 注入処理, Fiber-

board,Particle-boardなどパネル工業oj振興,

パルプ原料チ ップ-の廃材の活用などの推進

が望まれる｡

3) 中 で もチ ップ化の段階においては,熱

帯材に期待される有効成分の抽山利用が励行

されなければな らない｡そのためには勲帯 材

の化学成分の精査強行が望 ましい｡

4) 同 じく追王達先行的研究分野 としての木

材樹種 ･組織の研究は,それがあまりにも多

様錯諸宗しているゆえに前途洋 々の感なきにL

もあらず とはいえ,すでに各国においてある

程度の知見が得 られており,現在 はそれ らの

知見を整理統合 した上で, さらに重点的に研

究の深 化をはか らねばな らない段階に来てい

∠コ｡

5) 最後に生育旺盛な熱帯地方での伐採跡

地の更新に対 しては,わが国の ごとき木材 消

矧 司はもっとその責任を感 じなければな らな

い ｡ サバにおいてこのことを痛感した｡

なお今回の調査旅行が予定通 り進行 したに

ついて,虐接間接お世話になった各方面の方

方の御好意に深 く感謝 したい｡
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